
         １2 月の行事予定 
2 日（月）英語活動 

4 日（水）一幼で遊ぼう・ハンドベル演奏会 

6 日（金）弁当終了 

9 日（月）～13 日(金) 個人懇談 

  11 日（水）参観日（作品展） 

18 日（水）誕生日会 

23 日（月）クリスマス会 

24 日（火）終業式 

27 日（金）預かり保育年内最終日 

 

1 月の行事予定 
6 日（月）預かり保育始まり 

8 日（水）始業式 

9 日（木）弁当開始 身体測定(年長)  

10 日（金）避難訓練(地震) 身体測定(年少)  

15 日（水）一幼で遊ぼう  入園説明会 

17 日（金）観察保育(在園児・新入園児) 

22 日（水）誕生日会 

23 日（木）阪先生相談日 

 27日(月) 英語活動  観察保育予備日 

  

☆みづまろキッズプラン☆ 

 

 
 

一人一人お芋をアルミに包

み、火（炭）の中に、ポイ！

と投げ入れました。PTA役員

さんにも火おこし、その後焼

き上がりまで手伝ってもら

い、ホクホク美味しいお芋が

できあがりました。あぁ～、

おいしいかったー♡ 

 

☆いもほり☆ 
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 秋らしく感じる日もあれば、ひやっと肌寒く冬を感じる日もあり、体調

管理が難しいですね。気が付けばもう 12 月。秋を感じる日が少なかったよ

うに思います。 
 運動会が終わってからも、公開保育、園外保育などいろいろな行事が

ありました。行事が終わるたびに、子ども達の成長を感じました。 

 年少組、年長組が一緒になってリレーや鬼ごっこを楽しんだり、年少

組の競技でした鉄棒に刺激をうけて、年長組も鉄棒にチャレンジしたり

しています。その他にも、竹馬、てんぐ下駄、フラフープなど、いろい

ろな遊びに興味を持ち、「やってみたい」「できるようになりたい」と

コツコツ練習し「先生！見て」と自信満々に、出来るようになったこと

を見せてくれます。 

 年少組も年長組も運動会の練習をとおして、作戦会議などで思いを伝

え合うことや、友達を応援するなど、周りの人に興味をもつ機会をもっ

てきました。これからも友達と関係を深めながら、理解し合えるといい

なと思います。このつながりを作品展にも繋げ、面白い発想や工夫した

こと、こだわりたいところなど、みんなで思いを合わせて、楽しい作品

作りをしていってほしいと思っています。 

 

 

 

 

【年長組】 

・遊びや生活が充実するよう、友達と考えを出し合ったり、話し合っ

たりしながら進める。 

・できるようになりたいことを見つけ、自分なりに目標をもって繰り

返し挑戦する。 

・クリスマスや年末行事に触れ、関心をもったり、昔ながらの生活に

知恵を知ったりする。 

・野菜栽培をとおして、生長を実感し収穫を楽しみに育てる。 

・秋から冬に向かう気温や生活の変化に気づき体調管理を心掛ける。 

 

 

 

【年少組】 

・気の合う友達とイメージを育てながら、遊びを楽しみ関わりを 

深める。 

・12月の行事や年末年始の生活の過ごし方を知る。 

・冬を健康に過ごすための生活の仕方を知り、進んでしようとする。 
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 さつまいもの苗を植えてから毎日水やりして育てた、さつまいも。 

夏の暑さも影響してか、つるが広がっていかず、いもの成長が心配でし 

た。もうそろそろ掘らないと・・ということで、いも掘りをしました。 

 苗の育ちをみていると、簡単に掘れるかなと思ったのですが、思った

よりしっかりいも掘りができました。そしておいしそうなおいもが掘れ

て大満足でした。 

 

 

 みづまろキッズプランでお世話になっている大阪大谷大学教授小谷

先生をお招きして、子ども達の遊んでいる様子を参観していただき、そ

のあと保育の振り返りをしていただきました。 

 子ども達の自然発生的に展開される遊びではなく、意図的、計画的に

提供された遊び（遊びのねらいを定め、展開を予測しある程度準備して

からする遊び）から子ども達が何を面白い、不思議と感じているのか、

物を使ってどのように遊んでいくのか、その様子を読み取りながら次の

遊びの展開を予測し深めていく遊びです。準備や、振り返りの大切さ、

子ども達の遊びに対しての理解など保育を進めていくうえで必要な事

をお話いただきました。 

 今回の遊びは、年長組は輪ゴムを使った伸び縮み遊び、年少組は懐中

電灯を使った光遊びをしました。 

 年長組は以前から輪ゴムを繋げていく遊びをしていました。園舎の中

をどこまで伸ばせるのか、たくさん繋げて遊んでいたのですが、今回は

園庭で伸ばしました。午後から避難訓練があり、消防車を見学させても

らっていた時に、積んでいたホースの長さを教えてもらい、みんなが伸

ばした輪ゴムの長さと、消防車のホースの長さが同じ事が判明。数字で

見る長さと、実際に物で知る(感じる)長さの概念の違いを体感すること

ができました。 

 

 

 

 

 

 

 年少組は「光とは何だと思う？」の問いから始まりました。「電気」

「明るいもの」など視覚で捉えられるものを答えに出し、ひとり 1個の

懐中電灯を持ち、光遊びが始まりました。懐中電灯の光が動くことに大

喜び。これは自分で光を制御できたから〈動かせたから〉喜んでいるの

だと、小谷先生から教えてもらいました。また、天井に映すだけでなく、

床にも映ること、懐中電灯を動かすと、影が大きくなったり小さくなっ

たりすることもわかり、光を意識しながら遊んでいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

一幼だより 
 

 

輪ゴムを繋げて 

伸ばしていきます。 


